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[主張]　新内閣の使命と國民[footnoteRef:1] [1:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。] 


　米 (よ)内 (ない)新 (しん)内 (ない)閣 (かく)は、事 (じ)變處 (しよ)理 (り)を主 (しゆ)目 (もく)的 (てき)に、國 (こく)際 (さい)關 (くわん)係 (けい)の調 (てう)整 (せい)、國 (こく)内 (ない)問 (もん)題 (だい)の整 (せい)理 (り)を旗 (はた)印 (じるし)として、登 (とう)塲 (ぢやう)した。事 (じ)變處 (しよ)理 (り)とは云 (い)ふまでもなく、東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)であるが、その當 (とう)面 (めん)の問 (もん)題 (だい)が、支 (し)那 (な)の中 (ちう)央 (おう)政 (せい)權 (けん)たるべき汪精 (せい)衛 (えい)政 (せい)府 (ふ)の成 (せい)立 (りつ)である。汪氏 (し)は蔣介 (かい)石 (せき)に對 (たい)して、最 (さい)後 (ご)の通 (つう)電 (でん)を發 (はつ)して、日 (につ)本 (ぽん)に頼 (たよ)らざるべからざることを説 (と)き、若 (も)し蔣にして聴 (き)かざれば、斷 (だん)然 (ぜん)重 (じう)慶 (けい)政 (せい)府 (ふ)を覆 (ふく)滅 (めつ)せん決 (けつ)心 (しん)を示 (しめ)したことは注 (ちう)意 (い)すべきであるが、それにしても汪氏 (し)の建 (た)てんとする新 (しん)支 (し)那 (な)中 (ちう)央 (おう)政 (せい)權 (けん)の對 (たい)日 (につ)本 (ぽん)關 (くわん)係 (けい)に關 (かん)しては、まだまだ種 (いろ)々 (いろ)とむつかしい問 (もん)題 (だい)が横 (よこた)はつてゐる様 (よう)である。この問題 (もんだい)の解決 (かいけつ)が、第 (だい)一に米 (よ)内 (ない)内 (ない)閣 (かく)のお手 (て)並 (なみ)を待 (ま)つて居 (ゐ)る譯 (わけ)である。元 (がん)来支 (し)那 (な)事變は陸 (りく)軍 (ぐん)が主 (しゆ)役 (やく)になつて來 (き)たのであるが、今 (こん)度 (ど)米内 (よない)内閣 (ないかく)の手 (て)によつて、海軍 (かいぐん)の意思 (いし)の反映 (はんえい)如何 (いかん)が中 (ちう)心 (しん)の興 (きよう)味 (み)となるやうに思 (おも)はれる。
　國際 (こくさい)問題 (もんだい)としては、前内閣 (ぜんないかく)の手 (て)により、日英 (えい)、日米 (べい)、日 (につ)ソの關 (くわん)係 (けい)が交 (かう)渉 (せう)進 (しん)捗 (ちよく)中 (ちう)であるが、いづれも未 (いま)だ眼 (め)鼻 (はな)が付 (つ)かずに、米 (よ)内 (ない)内 (ない)閣 (かく)の手 (て)に引 (ひ)き繼 (つ)がれた。英國 (えいこく)は未 (いま)だに蔣介 (かい)石 (せき)と腐 (くさ)れ緣 (えん)を清 (せい)算 (さん)してゐないし、米 (べい)國 (こく)は相 (あい)も變 (かは)らず已 (すで)に骨 (こつ)董 (とう)化 (くわ)し終 (おは)つた九ケ國 (こく)條 (でう)約 (やく)の幻 (げん)想 (そう)にこびりついて、一月 (がつ)二十六日よりの日米 (べい)無 (む)條 (でう)約 (やく)状 (ぜう)態 (たい)を待 (ま)つてゐる。ソ聯 (れん)との關 (くわん)係 (けい)は餘 (ほ)程 (ほど)好 (こう)轉 (てん)して居 (ゐ)る様 (よう)ではあるが、根 (こん)本 (ぽん)的 (てき)の國 (こく)交 (こう)調 (てう)整 (せい)の成 (せい)否 (ひ)如 (い)何 (かん)は、これまた米 (よ)内 (ない)内 (ない)閣 (かく)の手 (て)に係 (かか)つて居 (ゐ)るのである。
かくの如 (ごと)く英 (えい)、米 (べい)、ソに對 (たい)する國 (こく)交 (こう)調 (てう)整 (せい)問 (もん)題 (だい)は、事 (じ)變處 (しよ)理 (り)と相 (あい)表 (へう)裏 (り)する重 (じう)大 (だい)問 (もん)題 (だい)であるが、對 (たい)獨 (どく)伊 (い)問 (もん)題 (だい)もその重 (じう)大 (だい)性 (せい)に於 (お)いて、決 (け)してそれに劣 (おと)るものではない。帝國 (ていこく)にとつては獨 (どく)伊 (い)兩 (りやう)國 (こく)こそ寧 (むし)ろ末永 (すえなが)く親 (しん)交 (こう)以 (い)上 (ぜう)のものを保 (たも)つて行 (い)かねばならぬ事 (じ)情 (ぜう)があるのであつて、こゝに一種 (しゆ)の矛 (む)盾 (じゆん)と煩 (はん)悶 (もん)がある。有 (あり)田 (た)外 (がい)相 (しよう)のお手 (て)際 (ぎわ)拝 (はい)見 (けん)の所 (ところ)であらう。
最後 (さいご)に國内 (こくない)問題 (もんだい)であるが、これに就 (つ)いて、米 (よ)内 (ない)首 (しゅ)相 (しょう)は組 (そ)閣 (かく)直 (ちょく)後 (ご)かう云 (い)ふことを申 (まを)された。皆 (みな)、仲 (なか)好 (よ)くして行 (い)かう。物 (もの)がある處 (ところ)にはある[、]ない處 (ところ)にはないことのない様 (よう)に、そして克 (よ)く我 (が)慢 (まん)しようと。實 (じつ)に味 (あじ)のある言葉 (ことば)で、これに盡 (つき)きると思 (おも)ふ。和 (わ)と平 (へい)と忍 (にん)と。和 (わ)とは、國民總 (こくみんそう)動員 (どういん)の要訣 (ようけつ)であり、物 (もの)の配給 (はいきう)を平等圓滑 (びやうどうえんくわつ)にすることは、國 (こく)民 (みん)生活 (せいくわつ)安定 (あんてい)の鍵 (かぎ)であり、艱 (かん)難窮 (きう)乏 (ぼう)に耐 (た)へることは非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)切 (きり)抜 (ぬけ)の骨 (こつ)であることは云 (い)ふまでもない。米 (よ)内 (ない)首 (しゅ)相 (しょう)はその組閣 (そかく)に於 (お)いて政民兩党 (せいみんりやうとう)と聯絡 (れんらく)を付 (つ)け、櫻 (さくら)内 (うち)氏 (し)を蔵 (ぞう)相 (しやう)とすることによつて、民 (みん)政党 (せいとう)をして財政 (ざいせい)に對 (たい)する責任 (せきにん)を負 (お)はしめ、島 (しま)田 (だ)氏 (し)を農 (のう)相 (しやう)にすることによつて、農 (のう)村 (そん)問 (もん)題 (だい)を政 (せい)友 (ゆう)會 (かい)に、藤 (ふじ)原 (わら)氏 (し)を商 (せう)工 (こう)相 (しやう)に据 (す)ゑることによつて、物 (ぶつ)資 (し)の躍 (やく)出 (しゅつ)配 (はい)給 (きう)の責 (せき)任 (にん)感 (かん)を商 (せう)工 (こう)業 (げう)者 (しや)自 (じ)身 (しん)に持 (も)たせて、從 (じう)來民 (みん)怨 (えん)の的 (まと)となつた、官 (くわん)僚 (りよう)獨 (どく)善 (ぜん)の弊 (へい)を矯 (た)めようとし、革 (かく)新 (しん)思想 (そう)の人 (じん)物 (ぶつ)たる吉 (よし)田 (だ)厚 (こう)相 (しやう)をして、國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)の調 (てう)整 (せい)を圖 (はか)らしめ、松 (まつ)浦 (うら)文 (ぶん)相 (しやう)によつて、教 (けう)育 (いく)専 (せん)門 (もん)家 (か)に文 (ぶん)教 (けう)を司 (つかさど)らさせると云 (い)ふ風 (ふう)に相 (そう)當 (とう)綿 (めん)密 (みつ)に總 (そう)親 (しん)和 (わ)主 (しゆ)義 (ぎ)の意 (い)圖 (と)を示 (しめ)したものと云 (い)へる。
併 (しか)しながら如何 (いか)に強力 (けうりょく)で擧國 (きよこく)一致 (ち)的 (てき)な内 (ない)閣 (かく)が出 (で)來 (き)たにしても、國 (こく)民 (みん)の精 (せい)神 (しん)が、總 (そう)動 (どう)員 (いん)の軌 (き)道 (どう)に乗 (の)つて克 (よ)くこれに唱 (せう)和 (わ)しなければ國 (こく)策 (さく)は行 (おこな)はれるものではない。遊 (ゆう)興 (きよう)税 (ぜい)の倍 (ばい)加 (か)、闇取引 (やみとりひき)の跋扈 (ばつこ)、大 (だい)□風 (ふう)の流 (りう)行 (かう)、青 (せい)年 (ねん)學 (がく)生 (せい)の無 (む)気 (き)力 (りよく)等 (とう)が今 (こん)日の有 (あり)様 (さま)のやうではいけない。國 (こく)民 (みん)たるものはよろしく愛國 (あいこく)の至誠 (しせい)、國 (こく)策 (さく)のために殉 (じゆん)ずる底 (てい)の氣 (き)魄 (はく)を奮 (ふる)ひ起 (お)こして、新内閣 (しんないかく)をして、こんどこそは事 (じ)變處 (しよ)理 (り)の完 (くわん)成 (せい)に邁 (まい)進 (しん)するやう協 (けう)力 (りよく)しなくてはならない。
[bookmark: _GoBack]
